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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，文化的景観保全を核に，地域環境に即したソーシャルイノベーショ
ンを起こすことができる持続可能な地域システムを，多様な主体の参画により構築することである．ここではソ
ーシャルイノベーションを，コミュニティが自分たちで能動的に，地域に見合った適切な社会変革を駆動させて
いく，小さな発見や仕組みづくりの社会技術を指す．研究成果として，①文化的景観を規範として地域の本質的
価値を発見する参加型まち歩き手法を確立し，②文化的景観保全・活用について議論することで，多様な異分野
協働のためのネットワークを構築した．③ソーシャルイノベーションを起こすことができる人材育成プログラム
を実施した．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to build the sustainable area management 
system for cultivating the network and educating the person who can manage social innovation in 
local environment based on the cultural landscape preservation. Social innovation, a community 
indicates social technology of the small discovery and mechanism making appropriate social change 
corresponding to an area management actively by oneself.
As a result, i) A participatory town walk method to find the essential value of the area was 
established. ii) A network for various fields cooperation was built by arguing cultural landscape 
preservation and utilization. iii) The upbringing program of human resources which can cause social 
innovation was put into effect.

研究分野： 都市地域計画

キーワード： 文化的景観　まちづくり　参加　地域アイデンティティ　ソーシャルイノベーション
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 21 世紀に入り，日本では少子高齢化のなか，
景観法が 2004 年に施行され 10 年が経つ．歴
史と文化を活かした「個性ある地域づくり」
は，景観法の根幹を成す指針である．同年に
文化財保護法の改正により設定された文化
的景観制度は，様々な制度や政策と有機的に
融合し，日本で最も実用的な景観まちづくり，
地域創生のツールとなっている． 
 文化的景観とは，文化財保護法第二条第 1
項第五号により規定された「地域における
人々の生活又は生業及び当該地域の風土に
より形成された景観地で我が国民の生活又
は生業の理解のため欠くことのできないも
の」を指す．文化的景観の要件（図-1 参照）
は，歴史，自然環境，生活・生業の３つであ
り，これらを保持する地域の風景生成メカニ
ズム，またこれを支える地域アイデンティテ
ィを持続可能なかたちで継承していく仕組
みである． 

 
図-1 文化的景観の価値の所在 

 
 この中でも，特に重要なものを都道府県又
は市町村の申出に基づいて「重要文化的景
観」として選定することができ，この重要文
化的景観選定地の多くは，日本固有の文化的
景観を継承してきた地域であるが，同時に中
山間地にある農村，漁村など，地理的条件不
利地域であり，それぞれの場所で文化的景観
保全の調査研究アプローチにより，自然環境，
歴史，生活・生業の調査，検証により，地域
アイデンティティの核となる本質的価値を，
地域住民・行政・アソシエーション（専門家，
ＮＰＯ，企業市民など）の協働によって共有
し，創造していく，持続可能な，変化を許容
した，文化的景観保全を核とした景観まちづ
くりが進展しつつある． 
 一方国外では，文化財・景観，歴史的環境
保全の先進国であるフランスなどにおいて，
ＥＵを中心として，ランドスケープ憲章，環
境憲章などが次々と採択され，UNESCO の
世界遺産に指定されているような景観保全
先 進 地でも 地 域性， 生 物多様 性 な ど
「sustainability」，「diversity」を重視した
地域環境，景観保全に関する議論が高まって
いる． 
これまで土木史を規範とした景観まちづ

くりの実践・研究※２※３を行ってきており，

平成 18～19 年度科研費若手研究（Ｂ）『地域
の風土に根ざした景観評価手法の提案』にお
いて，地域の歴史的環境を景観として，地域
住民らが行政との協働の上で理解する重要
性を指摘した．さらに，平成 24～26 年度科
研費基盤研究（Ｃ）一般『歴史と文化を活か
した川まちづくりのための地域マネジメン
ト手法の開発』では，創発的な川まちづくり
の活動が生まれるきっかけとして，各種のス
テークホルダーが集う場の重要性が明らか
になり，この場づくりにソーシャルイノベー
ションが深く関わることが理解できた． 
土木史的研究アプローチにより人々の生

活・生業を支えてきた地域基盤施設の自然環
境，歴史を読み解き，地域住民や地方自治体
職員の方々との協働により，参加型アプロー
チの地域景観の固有性の理解，その保存・活
用計画を策定する文化的景観保全が，それぞ
れの地域固有の地域アイデンティティを発
見（再発見），共有，創造していくプロセス
に着目し，この場をソーシャルイノベーショ
ンの場として活用することを着想した． 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は，文化的景観保全を核に，
地域環境に即したソーシャルイノベーショ
ンを起こすことができる持続可能な地域シ
ステムを，多様な主体が参加して構築するこ
とである．ここでは，ソーシャルイノベーシ
ョンを，地域創生に資するような，地域コミ
ュニティの構成員が自分たちで能動的に，地
域に見合った適切な社会変革を駆動させて
いく，小さな発見や仕組みづくりの社会技術
を指す． 
 そのため，Ａ：地域の本質的価値を発見（再
発見）する参加型まち歩き手法，Ｂ：多様な
専門性，異分野のステークホルダーが協働す
るためのネットワーク，Ｃ：ソーシャルイノ
ベーションを起こすことができる人材育成
プログラムを組み合わせ，地域アイデンティ
ティを自立的に育む持続可能な地域システ
ムとして構築する． 
 
 
３．研究の方法 
 
 文化的景観保全を核としたソーシャルイ
ノベーション・システムを構築するために，
本研究では，Ａ：地域の本質的価値を発見（再
発見）する参加型まち歩き手法，Ｂ：多様な
専門性，異分野のステークホルダーが協働す
るためのネットワーク，Ｃ：ソーシャルイノ
ベーションを起こすことができる人材育成，
のための社会技術開発を行う． 
 研究対象地として，申請者が文化的景観保
全の実践に従事している熊本県内４地域と
し，これに先進事例としてフランスの２地域
を参照地域とした．また，場づくりのために，
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(1) 白糸台地地区

(3) 三角西港地区

(4) 阿蘇地域

(2) 﨑津・今富地区

※４地域にて，
それぞれ，文化的景観保全
を核としたフットパスコースや
校舎や遊休公共施設を利用
したプログラム拠点を構築．

日本においては原風景として共有されうる
母校（小学校区）に着目し，多様な世代の参
加を促すため，地域住民，異分野の専門家（研
究分担者），文化的景観保全実務担当者（研
究協力者）との実践的連携ネットワークを構
築し，地域，分野を超えたインターローカル
な気づきによるイノベーションを起こす場
を設けた．（図-2 参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-2 研究対象地と研究体制の関係 

 
研究対象地は申請者が文化的景観保全の

実践に従事している熊本県内４地域(1)～
(4)，これに先進事例としてフランスの２地
域（5），(6)を参照地域とした． 
(1) 熊本県下益城郡山都町白糸台地地区：重
要文化的景観「通潤用水と白糸台地の棚田景
観」 
(2) 熊本県天草市河浦町﨑津・今富地区：重
要文化的景観「天草市﨑津・今富の文化的景
観」 
(3) 熊本県宇城市三角町三角西港地区：「三
角浦の文化的景観」 
(4) 熊本県阿蘇地域７市町村（阿蘇市，南小
国町，小国町，産山村，高森町，南阿蘇村，
西原村）：重要文化的景観「阿蘇の文化的景
観 阿蘇北外輪山中央部の草原景観」，「阿蘇
の文化的景観 南小国町西部の草原及び森林
景観」，「阿蘇の文化的景観 湧蓋山麓の草原
景観」，「阿蘇の文化的景観 産山村の農村景
観」，「阿蘇の文化的景観 根子岳南麓の草原
景観」，「阿蘇の文化的景観 阿蘇山南西部の
草原及び森林景観」，「阿蘇の文化的景観 阿
蘇外輪山西部の草原景観」 
 (5) フランス：アキテーヌ地域圏ジロンド
州サン＝テミリオン地区 UNESCO 世界文化遺
産 
(6) フランス：オーヴェルニュ地域圏ピュイ
＝ド＝ドーム州ピュイ＝ド＝ドーム地域
（UNESCO 世界自然遺産検討中） 
 (1)白糸台地地区は中山間地域の農村景観，
棚田景観，(2)﨑津・今富地区は漁村と農村
の景観，(3)三角西港地区は近代化遺産を核
とした港湾景観，(4)阿蘇地域は基礎自治体
を越えた広域な文化的景観選定を目指す．

(5)サン＝テミリオン地区は，小さな農村を
取り囲むブドウ畑を主な景観構成要素とし
た文化的景観が評価され UNESCO 世界文化遺
産になった事例であり，熊本県の(1)，(2)，
(4)の事例と関係している．(6)ピュイ＝ド＝
ドーム地域は，フランスの中央山塊部の火山
地帯であり，そこで暮らす人々の伝統的な暮
らしを含んだ形で，UNESCO の世界自然遺産へ
の登録を目指しており，熊本県の(1)，(4)の
事例と関係している． 
熊本県内４事例とフランスの２事例は，そ

れぞれ有機的に関わっており，相互比較や同
列に並べてみるなど，研究の進捗状況によっ
て，フレキシブルに研究を展開することがで
きる． 
 多様な分野，職能による協働の場として実
践的な「文化的景観保全ネットワーク」を構
築することも，状況に応じて，研究を遂行す
るための工夫と言える． 
 それぞれの地区，地域で，多様なステーク
ホルダーの協働によって，フットパスコース
やマップ，地域アイデンティティの涵養に資
するプログラムの開発を行う．この際，地域
の固有性にこだわり，深く掘り下げることに
よって，他の地域の本質的価値と共通する部
分を見出すかたちの一般性を導く，インター
ローカリティの考え方を取っていることも
研究上の工夫である．このようにして，熊本
県，四国，フランスの事例を有効に比較検討
することができる． 
 
 
４．研究成果 
 
 平成 27 年度は，まず持続可能な地域シス
テム構築のために，まずＢ：多様な専門性，
異分野のステークホルダーが協働するため
のネットワークを構築した． 
 具体的には，研究代表者が市職員を対象と
した政策立案研修を担当している菊池市に
おいて，菊地市役所職員，地域おこし協力隊，
科研費研究者メンバーの三者が菊地の公共
的課題解決を議論するワークショップの場
を二度持った．その後，Ａ：地域の本質的価
値を発見（再発見）する参加型まち歩き手法
として，各専門家に「水」，「歴史」「生態系」
「農業」「防災」などに特化したまち歩きプ
ログラム，フットパスコースを提案するため，
基礎調査を行った． 
 平成 28 年 4 月の熊本地震により，私たち
が構築してきた研究ネットワークも被災し
た．しかし，この「文化的景観保全を核とし
たＳＩシステム」を共有してきたことは，熊
本の復興まちづくりに大いに役立った．平成
28 年度は，(1) 白糸台地地区は中山間地域の
農村景観，棚田景観，(2) 三角西港地区は近
代化遺産を核とした港湾景観，において文化
的景観の活用を念頭に置いた，ソーシャルイ
ノベーション・システムを取り戻すこと復興
まちづくりとして実践した． 



 平成 29 年度は，(1)，(2)の地域に加え，
(3) 基礎自治体を越えた広域な文化的景観
選定を目指す阿蘇地域，(4) 熊本地震による
観光被災が大きく離島として共通の文脈で
とらえることができる天草地域の海浜景観，
(5) 熊本地震の被災地に対する積極的に復
興拠点として豊かな自然環境に注目してい
る菊池市において，多様なステークホルダー
の協働によって，フットパスコースやマップ，
地域アイデンティティの涵養に資するプロ
グラムを提案し，熊本の復興まちづくりの一
環としてのアクションリサーチを行った．具
体的には，(3)阿蘇地域の７市町村が国の重
要文化的景観に選定され，(4)天草地域では，
閉校した河浦高校の生徒・教員とともに，ソ
ーシャルイノベーションの先進地である，島
根県隠岐郡海士町を訪れ，まちづくり甲子園
に参加し，アスアマの会とも意見交換をさせ
て頂き，(5)菊池市では，市職員を対象とし
た２回目の政策立案能力養成研修（Kikuchi 
Future Design School）を実施した． 
 
 以上を整理すると，本研究では，以下の成
果を獲得することができた． 
i) 地域の本質的価値を発見（再発見）する参
加型まち歩き手法を確立し，三角西港におけ
る三角小学校など，特に子ども達に文化的景
観を規範とした地域環境を読み取り方，その
地域アイデンティティを物語ることによっ
て理解を深める手法を確立した． 
ii) 文化的景観保全・活用について議論するこ
とで，多様な専門，異分野のステークホルダ
ーが協働するためのネットワークを構築し
た． 
iii) ソーシャルイノベーションを起こすこと
ができる人材育成プログラムを組み合わせ，
地域アイデンティティを自立的に育む持続
可能な地域システムとして構築した．具体的
には，菊池市役所を対象に実践している「菊
池市政策立案能力養成研修（Kikuchi Future 
Design School）があげられる． 
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